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月のクレーターの深さの求め方、及びその深さと直径の関係 

 
はじめに 
々は地球から月のクレーターの深さを求めるためにクレーターの内部に落ちる影を用いる

を思いついた。そこで、月のクレーターが落とす影より、そのクレーターの深さを求めクレ

ーの直径と深さの関係について調べた。 

方法 
１はクレーターの断面図である。この図の太陽高度θと影の長さが分かれば深さを求められ

とが分かる。式は次の通りになる。 
θtan×深さ＝影の長さ                               (1) 
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図 1 クレーターの断面図 
図 2 月の断面図 

  
陽高度を求めるためにクレーターの緯度に応じて断面を作る。図２がその断面図である。こ

り太陽高度θ１が地球側の明暗境界線、断面の中心、クレーターを結んでできるθ２と等し

とが分かる。図中の R はクレーターに応じた断面での円の半径であり、A はクレーターか

暗境界線までの見かけの長さである。したがって太陽高度は次の式で求められる。 

R
A

=θsin                                     (2) 

にクレーターの影の長さを求める。地球からでは影は見か

長さになるので、月の断面図を用いてクレーターの緯度経

計算する。この緯度経度を用いて実際の影の長さを求める。

に示す断面より、 

クレーター 

X 軸と見る 

緯度･経度 

( ) ( )経度緯度

見かけの影のながさ
実際の影の長さ＝

coscos
       (3) 

る。 
)(3)式より太陽高度θと影の長さが得られたので、(1)式からク

きる。 

レーターの深さを求めること

図 3 見かけを実際の長さにする 



３．結果 
 実際に月を撮像し、計算した２９個のクレーターの深さと直径の関係を散布図で示したのが表

１である。表１から風化・浸食したクレーターを除き、新鮮なクレーターでの関係を示したのが

表２である。表１の相関係数は 0.48、表２の相関係数は 0.59 であった。 
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表 1 深さと直径の関係 
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．考察 
計算して得た各クレーターの深さの値を文献と

うものもあった。文献の値と差が出た主な原因と

挙げられる。 
クレーターの深さと直径の関係では、クレータ

食していない新鮮なクレーターにおいては、相

かる。 

．まとめ 
我々が期待していたよりもクレーターは幅をも

られる。撮像した画像の解析には画像解析ソフ

影の長さの判定が困難であったが、画像の精度が

る。 
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表 2 新鮮なクレーターの深さと直径の関係 
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比較したところ、近い値のものもあればかなり

して画像の精度が良いものではなかったこと

ーは深さ 4～7km の幅で分布していた。風化・

関係数より、より明瞭な相関関係があることが

って分布していたが、ある程度の相関関係は認

トを使用し、画像上の色収差のためクレーター

良くなればより良い結果が得られたと考えら

実際のデータを得るのに困った際、文献を紹介
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